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大
正
四
年
（
一
九
一
五
年
）
四

月
一
日
に
供
和
寒
村
僑
が
誕
生

し
、
先
人
の
ご
労
苦
に
よ
っ
て
自

治
体
と
し
て
の
供
わ
っ
さ
む
僑
が

築
か
れ
て
か
ら
、
平
成
二
十
七
年

四
月
で
百
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
分
村
百
年
記
念
事

業
」
と
し
て
、
事
業
内
容
の
検
討

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
名
称
や
事

業
規
模
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
二
日
に
「
開
村
百
周

年
記
念
事
業
検
討
委
員
会
」
が
発

足
し
、
各
分
野
・
年
代
か
ら
選
ば

れ
た
委
員
八
名
に
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
、
委
員
長
に
堂
前
和
彦
さ

ん
、
副
委
員
長
に
真
鍋
修
詩
さ
ん

が
就
任
し
ま
し
た
。

奥
山
町
長
か
ら
「
こ
の
度
、
一

旦
立
ち
止
ま
り
、
事
業
内
容
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考

え
、
改
め
て
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
委
員

の
皆
様
に
は
忌
憚
の
な
い
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
事
業
内
容
を
決
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
検
討
委
員
会
で
の
ご
意
見
は
、

十
分
に
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
内
容
に
よ
っ
て
は
記
念
事
業

と
切
り
離
し
、
行
政
課
題
と
し
て

受
け
止
め
て
い
き
た
い
。
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
検
討
委
員
会
で

は
、
名
称
を
「
開
村
１
０
０
周
年

記
念
事
業
」
と
す
る
こ
と
を
確
認

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ

て
き
た
事
業
内
容
を
踏
ま
え
た
町

の
考
え
方
、
事
業
計
画
の
構
成
と

事
業
内
容
の
概
要
（
下
表
参
照
）、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

八
月
二
十
二
日
に
第
二
回
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
今
後
も
事

業
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、

町
と
し
て
、
十
一
月
に
事
業
計
画

を
固
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

供
開
村
１
０
０
周
年
記
念
事
業
僑

再
検
討
が
ス
タ
ー
ト

開村100周年記念事業検討委員
（敬省略）

住 所氏 名役 職

松 岡堂 前 和 彦委 員 長

北 町真 鍋 修 詩副委員長

川 西荒 井 裕 子委 員

北 町佐 藤 伸 二〃

三 笠高 橋 政 利〃

南 町藤 田 幹 子〃

三 和村 岡 敏 一〃

北 原和 久 誉〃

■
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

記
念
事
業
の
中
心
的
な
行
事
と

し
て
、
開
村

周
年
を
祝
い
、
交

100

流
と
な
る
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開

催
す
る
。

■
記
念
イ
ベ
ン
ト

記
念
植
樹

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多

く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
よ
う

町
民
植
樹
祭
を
拡
大
し
、
記
念

の
植
樹
を
お
こ
な
う
。

記
念
品
配
布

記
念
品
を
作
成
し
、
全
世
帯
や

冠
事
業
な
ど
の
参
加
者
に
配
布

す
る
。

■
冠
事
業

冠
名
称
を
も
ち
い
、
開
村

周
100

年
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
四
大
イ

ベ
ン
ト
や
町
民
運
動
会
な
ど
に
支

援
を
お
こ
な
う
。

■
交
流
事
業

母
村
供
剣
淵
僑
と
の
絆
を
育
む

交
流
事
業
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や

芸
術
文
化
の
交
流
、
教
育
の
提

携
、
公
共
施
設
の
利
用
促
進
な
ど

周
年
を
機
に
相
互
の
交
流
を
さ

100ら
に
深
め
る
機
会
を
設
け
る
。


